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　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　島後の地質研究については，富田（1927－32．1936）の研究が余りにも有名である。その

地質図は非常に詳細に描かれていたので，その後の諸研究にはいつも大きな影響を与えてき

たし，いまでも大綱は変っていない。たとえば，内水（1966）やHosHIN0（1979）の地質図

をみても，基本的な岩相分布は富田の地質図とくらべて大差ないものとなっている。

　これらの諸研究は岩石学に重点がおかれていたためか，堆積岩系の解明については立ちお

くれた面があったことは否定できない。島後には，アノレカリ岩類の他に中新統が分布してい

るにもかかわらず，その層序論や年代論にかんする研究は非常に乏しかった。1最も包括的な

富田の論文（1936）においても，堆積岩系について，化石により年代が明示されているのは

上部中新統のみであって，それ以前にかんしては不明確な表現でしか論じられていない。

　筆者はこの数年来，島後の堆積岩系の調査を進めているうちに，富田の地質図に対してい

くつかの疑問をもった。たとえば，上部中新統の化石層であるT4Sedmentすなわち島後

層群と命名された地層をみると，分布区域により全く異った層相がみられること，地域によ

り化石内容が著しく異ること，などに気がついた。従って，中新統の層序については全面的

に再検討する必要を痛感した。しかし，この島には火成岩が広く露出しており，とりわげ後

中新世の火山岩類が広汎におおっているために，中新統の分布，とくにその中部階と上部階

の露出域はきわめて狭く，かつ，小面積に分断されている。この事実が，島後の層序学的研

究を困難なものにしてきたことはいうまでもない。

　他方，近年になって島根大学地質学教室では，進級論文の調査を1977年と1978年の2回実

施した。いずれも島の中央部付近の中新統を主対象としたものであったが，この過程で淡水

貝W吻α舳の発見があり，また頁岩相より肋〃01㈱力θ6肋α〃が多数採集された。これ

らの化石は，島根半島の中新世化石群に比較したとき，それぞれ下部階およぴ中部階の存在

を暗示する資料として注目されるものであった。その後偶然の機会から，東印内型化石群お

よぴ〃0g妙舳α一ρ卿ω伽αの発見があり，ここに中部階の存在は動かしがたいものとなっ

た。上部階の海棲化石については，すでにその存在は明らかであったが，最近になってさら
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に多量の試料が追加された。そこで1980年度の当数室卒業論文において，光本清隆㊧山野井

伸行⑧山崎博史らがそれぞれ都万村，西郷町西南部，およぴ五箇村に発達する化石層を中心

に調査を行い，中新統中⑧上部階の層序と化石内容を一段と明確にした。

　このような経過をへて明らかになってきた古生物学的資料を概括してみると，島後の中新

統は能登半島北部のもの（紬野義夫1965）にきわめて類似しているように思える。この点に

かんしてはすでに筆者（1980）が指摘したところである。現在のところ，化石の鑑定はまだ

終ってはいないが，本論文では古生物学的資料の現段階における要約と，それに基く中新統

の生層序について概観し，諾氏のご批判を仰ぎたいと考える、

　本論に入るに先立ち，1977⑧78年度の進級論文調査に当った諸氏，およぴ1980年度卒業論

文の光本清隆⑧山野井伸行⑧山崎博史の藷氏からは多くの資料をえたことを感謝する。また，

筆者の調査をつねに支援された広田清治（京都大学），現地において助言をいただいた多井

義郎（広島大学），糸魚川淳二（名古屋大学），赤木三郎（鳥取大学），徳岡隆夫⑧高安克已

（島根大学）の諸氏にお礼を申し上げる。なお，本研究には昭和55⑧56年度科学研究補助金

（般研究（C））の一部を使用した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　地　質　概　説

　島後の中新統は，基盤である片麻岩類を環状にとり巻くような形で分布している（第1

図）。すなわち，基盤周辺を下部中新統が占め，その外側に中部中新統が点在し，さらに外

側に上部中新統が僅かに露出している。全体として地質構造的にはドーム構造か，あるいは

複背斜構造をもっているものと考えられる。

　下部中新統は，安山岩質およぴ石英安山岩質の溶岩や火砕岩類を主体に，これに砕暦岩類

をはさむ累層であるが，層序の詳細はまだ不明の点が多い。主として島の中心部を占めてい

て分布は広く’，富田（1936〉の周吉層群および隠地層群の大部分に相当する。植物化石が各

所で発見されており，また，この累層の比較的上位層準とみられる所から淡水貝化石を産す

る。

　　　　　　　　　　　　　　く　み　　　　　　　　　　　　　　うたぎ
　中部中新統は，島の北部では久見付近，南部では歌木およぴ西郷町西方に分布しているが，

それぞれの上限と下限はいずれも不明である。前者の地域では，砂岩相で代表される西黒沢

階と頁岩層の女川階とがみられる。後者では西黒沢階を欠き，頁岩相の女川階のみが発達し，

その最上位に海成珪藻土層をはさんでいる。
　　　　　　　　　　　　いご　　、　　　、つま　　　　克まや　上部中新統は，北部では伊後爾中の浦に，南部では都万村中里およぴ釜谷に発達している。

層相は，前者が泥質相であるのに対し，後者は砂質相である。いずれも貝化石の他に小型有

孔虫を産し，その群集組成と年代については多井（1956）がすでに論じたところである。

　なお，この島には海成鮮新統の存在は知られていない。
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島後の中新統分布図（富田⑧内水⑧星野⑧光本⑧山崎⑧山野井等より編図）

1：植物化石産地，2：後中新統，3：上部申新統，4：申部中新統，5：下部

中新統，6：先中新統，A～F：化石産地
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　　　　　　　　　　　　　　　化石産地および化石内容

　つぎに島後の各化石産地について説明しておきたい。中新統分布図（第1図）中の記号に

従い，下位から上位の順にのべる。なお，植物化石についてぽ，とくに下部階にその産地が

多いが，比較的多産する地点のみを同図中に記号で示し，説明を省略する。

　A地点，西郷町平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい
　西郷町の玉若檜神杜から北へ走る遺路に面して，平の民家の裏手に大きな露頭がある（図

版I⑧第1図）。山野井（1981）によれぱ，ここには凝灰質砂岩とシノレト岩の互層が露出し

ており，N45oW135oSWの層理面を示している。そして砂岩中に化石の密集した葉層があ

り，多数のWψα舳を産出する。シノレト岩からは，保存はよくないが多くの植物片が採集

された。ここでは本層は約75mの厚さをもっているが，粗面岩に貫かれているために上限
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と下限は不明である。ただし本地点の北方延長上において，本層相当層が上部中新統の礫岩

上に整合的に重なっているので，おそらく下部階の最上位に近い層準を占めているものと思

われる。

B地点，西郷町中村の海岸
　　　しもがんや
　中村の下元屋から海岸に出て，北東方に踏み跡をたどると，中粒凝灰岩や頁岩の露頭が点

在している。鎧岩にいたる中間点付近の海岸べりで，頁岩からは植物化石が，凝灰岩からは

W吻〃伽のほか8舳ゐ〃Zω砂かαや工伽0θ0Zα伽などが発見された。下部中新統の一部を構

成するものであろう。

C地点，五箇村久見川の申流域

久見の南方，久見川にそって約2k血の左岸一帯に申部中新統の分布地域がある（第2図，
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第2図　久見付近の中部中新統地質図（山崎博史原図）　1：崖錐，2：アルカリ流紋

　　岩，3：粗面岩岩脈，4～7：上部久見層（4：頁岩，5：海緑石濃集部，6：軽
　　石凝灰質砂岩，7礫岩），8　下部久見層，9　”og妙舳α一q卿α4伽α層，

　　S：貝化石層
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図版I⑧第2図）。山崎（1981）によれば，地層は全体として東西方向の走向を示し，北半

部は北に，南半部は南に傾斜して一つの背斜構造を呈している。ここには中部階の典型的な

化石層がいくつか含まれているので，全体を一括して久見層と命名．しておく。その内容を要

約すれば次の通りである。

　〔定義〕久見層は，下位の砂岩層と上位の頁岩層より構成される累層であって，砂岩中に

は貝化石を多産する石灰質レンスが含まれている。上限と下限は，火山岩や崖錐の被覆のた

め確認できない。

　〔層厚〕50－150m

　〔層相〕久見層は礫岩層を境にして上下の2層に区分できる。

　下部層は，下位より凝灰質中粒砂岩，細礫岩，黄褐色塊状中粒砂岩およぴ砂岩泥岩互層の

順で構成されている。黄褐色中粒砂岩の最上位には，石灰質レンズが数枚はさまれており，

豊富な化石を産出する。貝化石の一部については，次のような種類があることをすでに報告

した（OKU週o　and，TAKAYAsU1979）

　月blzo枕πoカoθ〃洲MAsUDA，0o舳∫カo肋伽g〃OTUKA　Dzo∂oブαsp，τ〃9α〃cfr．ゐo伽3肋oz一

此∫（N0MURA　and　HATAI），亙泌6加〃鮒cfr．〃o肋㈹31M［AsUDA，ルブ肋cfr肋〃αθMAsUDA，

Cα妙ク加αθαsp，ClαooZ肋αsp．，AαZαcfrツαηαgαωαθ郷z3（N0MURA　and　ZINB0），3α％α勿αsp，

G妙oツ肋θ桃sp．，〈ゆクoπoZ伽ψ挑cfr．α洲榊舳α（Y0K0YAMA），工伽α肋Zα（工伽α肋Zα）sp．，

C伽励肋cfr．ZωκαDUNKER

　これらの他に，小型有孔虫，石灰藻，ウニの棟などが多量に含まれている。下部層の最上

位を占める砂岩泥岩互層中の粗粒砂岩には〃0g抄伽α尾0ヵ0クが含まれており，ときに

q卿c〃脇αoo卿Zωα切も散見する（大久保⑧高安1980）。これらの化石帯は，第2図に示

したように，ある程度の遺跡が可能である。

　上部層は礫岩をもって始まり，凝灰質砂岩，珪藻土箪泥岩およぴ頁岩へとつづく・凝灰質

砂岩中には海緑石が多量に含まれていることが特徴的であり，化石としては4加00α脇娩

がかなり産出するほか，肋7伽の歯も少数発見されている（広田1979）。珪藻土質泥岩には

8αg鮒燃もみられる。最上位の頁岩中には，海緑石の濃集部分が何帯かあり，ときに海綿

骨針を産出する。

　〔年代〕下部久見層は西黒沢階に，上部久見層は女川階に対比される。

　D地点，都万村歌木

　この付近には頁岩が発達しており，植物化石を産することはすでに富田（1936）が報告し

ているところである。また，大脇（1961）はDθZθc妙θ6肋クθo肋α〃，G妙肋舳3伽ηsp．の

産出を記録している。この頁岩層は約100mの厚さをもち，均質な地層のようにみえるが，

海緑石をふくむセンチメートル単位の葉層がしばしばはさまれている。山野井（1981）によ

れば，肋”o1㈱クκ肋α”はほぼ全層にわたって産出する。本層を歌木頁岩とよんでおく。

前記の上部久見層とは層相を若干異にするが，その年代は女川階の一部に相当するものと考

える。
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E地点，都万村中里および釜谷

　本地域の堆積岩系は，富田により都万層と名づけられ，後期中新世にぞくすると判断され

たものである。堆積岩系は，都万湾をへだてて南北両地域に分布している（第3図）。光本

（1981）によれば，北側に分布しているものは半ドーム構造を呈し，全層厚は200mをこえ

る。光本は，この都万層を次のように上中下の3層に区分した。

　　　　　LLばLL　　LLLしLL　　　LL一。。LLLL　LLLL．一、LL　　雲　L．L：：l1：・．．　LLL　　L」L　L燐尭L　L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　L

　　　　　　　　　萄畿雲　　　P　　　　　　　　　　　　　蝦．、．
　　　　　　　　　　　釜谷　　　　　　　　　　　　　　・考、．、

　　碍　　　　都万湾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　L
　　　　　L・L爺．、．．．1・L・三三三1さL

　　　　　　』皇　　　口図固鰯霞目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5　　西

　第3図　都万湾周辺の中新統地質図（光本清隆・山野井伸行原図）1：アルカリ流紋岩，

　　　　2凝灰角礫岩，3　中部都万層，4下部都万層，5珪藻土層，6　中部中新統

　下部層は主として中粒砂岩よりなるが，これに細粒部およぴ粗粒部をまじえて約80mの

層厚をもっている。連続した層序を観察できるルー・はない。平野周辺の断片的な露頭およ

び海岸ぞいの露頭から化石を産出する。とくに後者において多産するが，産地は2カ所あり

（第3図，図版I⑧第3図），直線距離で80m，層準において相互に約4mへだたっている。

下位層準（同上P地点）の化石層は，中粒ないし細粒の，比較的硬い砂岩であって，とき

に斜交葉理を示す。光本は次のような貝化石を識別している。

1Vμo〃伽α3α∂oθ郷ゐ（Y0K0YAMA），L伽α肋加（工加α肋Zα）肋ブo∂αづOYAMA，τ伽α5かα¢o肋〃α一

g伽（KUR0DA　andHABE），Mαω舳（Mαoo伽）cfr〃κog伽α（MARTENs），五加舳岬z伽伽

（Y0K0YAMA），Pψ〃α（P砂〃α）cfL切尾α〃α5θ刎z5（SHUT0），乃功o榊勿6ρcfr・ノαπ肋o∫多o肋ρ肋θ5

KUR0PA　and．HA耶，Bo肥o炉ψんo〃s砕
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　これに対して上位層準（同上Q地点）の化石層は，固緒度のやや低い粗粒砂岩であって海

緑石を含んでいる。化石は小型有孔虫が多量に含まれているほか〃肋〃α〃妙0η北α（図版

II⑤第2図）も多産する。貝化石もまた多量に発見され，特定の種以外に保存状態はよくな

いが，光本は次の種名を挙げている。

　〃；θgαo〃〃θ〃αa乱oo〃〃閉肋α〃α（DALL），C〃α刎ツ∫60∫必θ郷ゐん功θブog妙肋3（Y0K0YAMA），

3ω枇ψθ6肋舳獅2（BERNAEDI），Pα肋ψ0肋（K0肋砂κ玄肋）炉洲㈱（脆KOYAMA），
pα¢加gクθo柘〃　（皿あ秘んgクθo柘〃）　cfL　　ツθ∫∫oθ郷ゐ　　（JAY），　”ξlyα9抄θ0拓”　　榊αおω肋0”θ刎∫ゐ

（MAsUDA），工伽α肋Zαsp．，α加oω励㈱3肋ψθ脇（Y0K0YAMA），α加06伽必〃ηωZ伽閉祉

θ郷θ（DEs亘AYs），Fω1沙ωcfr肋砿κα（REEvE），Mαo炉αsp，工〃所α〃α（P∫α榊榊ψ〃1α）5κ一

ろo〃〃（REEvE），P伽o刎励α1肋6α（Wbo∂），皿αoo舳α¢o冶ツ06郷z31MlAKIYAMA，一Mαω肋αψ肋α

（Y0K0YAlMlA），0α肱切（Cα肱肋）6ん刎θ舳3（H0LTEN），吻α（ルθ〃o肋ツα）1ψo犯καJAY，

τ鮒ブ伽ZZα（〃αθ〃α）肋舳g鮒〃洲ク3K0TAKA．

　中部層は約160mの層厚をもち，全般的に凝灰質である。基底には厚さ10m程度の特徴

的な白色軽石凝灰岩があり，良好な鍵層として追跡される。中里の都万トンネノレ付近，およ

びその西側にある新造成地（仁万の里）に好露出がみられ，次のような貝化石が発見されて

いる。

　Mθgαツo励α肋伽ααφブ舳3（ST0RER），五〃α6伽αα伽ωZα（Y0K0YAMA），Pα勿〃ψθo柘π

（Kb6oブψθ肋〃）cfr炉必1刎腕（Y0K0YAMA），Z〃α〃o肋αα㈱〃α肋（REEvE），P2肋ブ（P2切グ肋α）

∂o加刎（R0MER），τoκ秘αsp

　なお，これらの貝化石群の層準より約60m下位の軽石質凝灰岩からは，獣骨片が少なか

らず採集された。

　都万層の上部層は，第3図の北方に隣接した地域に分布しているが，塊状泥岩よりなり，

ほとんど化石を産しないので説明を省略する。

　都万層は都万湾の東岸域にも若干分布しているが，そこでは下部層の下に珪藻土層の発達

がみられる。珪藻土層の下位には頁岩層が露出している。頁岩からはまだ化石が発見されて

いないが，前項でのべた歌木頁岩に相当するものと思われる。従って珪藻土層を，都万層と

歌木頁岩の間に位置するものとみると，その層準は女川階最上位に相当するであろう。

　F地点，西郷町伊後，中の浦海岸

　富田（1936）により丁伽α3かα脇θ物が報告された地点である。露頭は海岸ぞいの崖約

300mの間に限られている（図版I⑧第4図）。地層は暗灰色塊状泥岩であり，N26oE127唱耳

の層理面を示す。化石は，小型有孔虫を除けば，産出は少ないが，下位に0o刎ん06必挑・

加伽肋GABB（図版IIを第3図）がかなり採集される部分があり，また上位からは0o肌んo－

6地の他にNωω加伽∫α∂0㈱狐が若干採集されている。

　本化石層は，周辺を火山岩や崖錐で囲まれているために，その広がりは不明であるが，重

要な化石層の一つでもあるので，中の浦泥岩とよんでおく。これまで呼称されてきた伊後層

の一部に相当する。∵
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　　　　　　　　　　　　　　　　　化　　石　　層

　以上のべたように，島後の化石産地は水平的にも垂直的にも断片的であるが，層準を異に

するいくつかの化石層があることは明白である。各化石層に代表属の名を付して，層準別に

列記すれは次のようになる。

　上部中新碓：Coκcん㏄θZθ層（中の浦泥岩），α伽oo伽励μ榊一M妙αg伽αθ〃層（下部都万層）

　中部中新統：肋”o1㈱層（歌木頁芦），4ク”oω脇娩層（上部久見層）

　　　　　　　”0g妙3加α一q卿ω伽α層（下部久見層）

　　　　　　　肋Z20勿3－0o〃㈱層（下部久見層）

　下部中新統：w吻α舳層

　以下，化石に関連して若干の説明を加える。

　1．W〃抄αブ鮒層

　本層中に最も多産するものは恐らく8加o肋加に属すると思われるが，鑑定が進んでいな

いので仮りに　般名でよんでおく。中新統下部階の化石採集は全般的に不足しているので，

この群集の産地は現在のところ2⑧3地点にすぎないが，将来はもっと多くの地点で確認さ

れるだろう。厳密にいえば，各産地の層準は必ずしも一致しているわげではないが，W砂クー

μ閉をはじめとする淡水貝化石層として一括しておく。これを本土側と比較すれば，島根

半島の下部中新統㊧古浦層中の化石群集と共通している点が多い。従って古地理的には，島

根半島から隠岐へと延ぴる広大な陸域を想定する’ことができるgその陸域内の各所に，淡水

域が散在していたものであろう。

　2　HαZzo桃一0o伽3層

　本層の化石群集には，亜熱帯性海域の岩礁性生息種が圧倒的に多いことが特徴でもあり，

その群集組成からみて，能登半島の東印内重化石群に相当する。ただし，隠岐には耽αηα

のないことが能登半島と異る点である。現在のところ，本層は隠岐の中部中新統最下位の海

成化石層である。

　3．〃og沙伽α一ψθκω伽α層

　本層の化石群は，前記の貝化石群の直上に位置するものであり，大型有孔虫の垂直分布は

約20mにおよぷが，多産するのは上位層準である。また，有孔虫の他にも若干の貝化石を

伴っている・本土側と比較してみると，島根半島にはMg－Op群集は存在せず，はるか西方

の浜田⑧畳ケ浦にしか出現しない。前記の貝化石とともに，西黒沢階の古地理を考察する上

で重要な化石群である。

　4．肋”o伽刎層，λク加ocα〃3娩層

　ともに女川階にぞくする化石層とみることができる。両者は化石内容を異にしているが，

同時異相か，または肋肋加刎層の方が上位を占めるのかもしれないひいずれにせよ岩相的

にはすべて泥質相であり，所どころ。に海緑石を伴っていることが特徴的である。

　5．α伽06伽ψ㈱〃伽g伽肋犯層

　下部都万層中の本層には豊富な貝化石群集が含まれているが，比較的多産するもρは
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1V〃c〃伽α3α∂oθ舳∫，Pα肋o卵c肋か必伽刎，〃ツαgψθc肋榊αな㈱o〃θ舳5（図版II・第1図），

α閉0ω励㈱∫んWκ刎θ，〃；θgαツ0肋α伽αααψブ刎Z∫，A〃α∂伽αα舳0〃α，丁鮒ブ肋〃α∫伽肋θ〃・

∫ク∫などである。この群集中には，女川ないし船川階に出現するもの，および鮮新世に多い

とされているものなどが混在している　（北村・高柳　1971，増田　1973）。他方，本土側の

貝化石群集と比較すれば，最も近縁なのは布志名化石群であるが，両者の間に共通するもの

は意外に少ない。しかし，ここでは多井（1956）の指摘に従い，本層は布志名層に相当する

ものとして，ひとまず船川階に対比しておく。

　6．　　0o〃6んocθZθ涯彗

　本層は貝化石の種類に乏しく，ほぼ同時層とみられる前言己のα加0ω励〃刎一〃むαg伽αθ〃

群集と共通するのは1V1〃c〃伽α∫α∂o㈱z5のみである。層相もまた両者間で全く異るので，

同時異相の関係にあるのか，あるいは層準を多少とも異にしているのか不明である。多井

（1956）は小型有孔虫により，本層の方がやや下位に当ることをのべている。しかし，中部

階にぞくするかどうかも疑問であるので，前項の化石層と同じく船川階としておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　要約と問題点

　これまで古生物的には不毛のフィールドに近いと思われてきた隠岐・島後について，現段

階における中新統の化石層を概観してみた。

　筆者は隠岐と能登半島との共通性をくり返し強調したいが，これには西黒沢階の東印内型

化石群およぴ〃0g抄加α一ρ卿C〃伽α群の存在，海成珪藻土層や海緑石層の存在などが根拠

となっている。他方，これらの共通点が，山陰の本土側にはほとんど発見されていないこと

もまた注目すべきことである。

　いま山陰の中新世古地理を考えるとき，島根半島と隠岐を結ぷ南北線上に，一つの構造的

隆起部が見え隠れする。近年の海底地質調査の資料によれば（南　1979，田中　1979），鳥

取一米子沖と大田一浜田沖には厚い新第三系が堆積しているのに対して，その中間地域，す

なわち島根半島と隠岐を結ぷ地域には隆起部のあることが示されている。この高まりはたん

に地形的なものではなく，構造的・地史的なものである。

　隠岐は，そのような隆起部の一隅ないしは縁辺部に位置している。島後の中新統中部階や

上部階の層厚が薄く，かつ，層準が連続的ではなく切れぎれでしかみられないことは，これ

らの堆積盆地が動揺の多い不安定的な浅海域であったことを示しているように思われる。

　隠岐にも数層準の海成化石層が存在することが判明したので，今後は各層準ことに本土側

と対比を行い，水平的な層相変化を明らかにすることが生層序学的研究の課題として残され

ている。
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　　　　　　　　　　図版I．

第1図　西郷町平の露頭。淡水貝およぴ植物化石産地

第2図　五箇村久見の南方における久見層の模式地

第3図　都万村釜谷の海岸。P・Qは化石産地点

第4図　西郷町伊後・中の浦の海岸
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　　　　　　　　　　　　図版II．

第1図〃伽g伽c肋榊αな㈱o桃郷ゐ〃AsUDA．　都万村釜谷産
　　　　×3／4　1a：右殻，1b：左殻

第2図　ム吻棚α犯妙o〃καYbsHIwARA　都万村釜谷産　×3／4

第3図α吻ρ加6θZθ泓ψ肌施GA凪西郷町伊後二・中の浦産　×工
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